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大
道
に
関
す
る
文
献
武

藤

正

典

日
本
社
会
事
業
史
上
、
永
く
讃
え
る
べ
き
偉
大

な
る
人
道
者
、
大
道
の
系
譜
に
就
い
て
種
々
探
究

し
た
が
参
考
資
料
と
な
る
べ
き
文
献
が
少
な
く
非

常
に
困
難
で
あ
っ
た
。
記
録
と
し
て
現
存
さ
れ
る

も
の
に
は
「
越
前
人
物
誌
」
(
明
治
四
十
三
年
発

行
、
福
田
菱
州
著
)
に
は
敦
賀
生
れ
、
天
保
年
閣

の
人
で
死
亡
そ
の
他
不
詳
と
あ
る
。
「
鷹
巣
村
史

」
(
大
正
八
年
発
行
)
並
に
「
僧
大
道
ι

(
昭
和

十
三
年
発
行
、
関
東
中
学
校
教
諭
、
和
田
幽
玄
著

)
の
大
道
は
月
輪
真
成
の
研
究
に
よ
る
昭
和
八
年

八
月
の
謄
写
、
「
僧
大
道
の
偉
蹟
」
第
二
稿
の
印

刷
物
を
そ
の
ま
h

引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
若

越
墓
碑
め
ぐ
り
」
(
昭
和
七
年
発
行
、
石
橋
重
吉

著
)
に
は
僧
大
道
敦
賀
の
人
、
真
宗
大
谷
派
の
僧
、
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夙
に
済
世
利
民
に
志
し
三
里
浜
に
植
林
し
、
叉
鮎

川
道
を
開
拓
す
、
天
保
年
中
の
人
な
る
も
そ
の
残

年
不
詳
。
「
仏
教
社
会
事
業
史
上
」
(
昭
和
六
年

発
行
、
谷
山
恵
林
著
)
に
は
、
越
前
の
大
道
と
称

し
行
蹟
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
素
性
に
は
全

然
ふ
れ
て
は
い
な
い
。
以
上
の
ほ
と
ん
ど
は
、
坂

井
郡
石
新
保
村
願
念
寺
住
職
月
輪
真
成
の
調
査
研

究
に
よ
っ
た
も
の
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
月

輪
真
成
は
慶
応
三
年
に
生
れ
、
昭
和
二
十
年
、
七

十
九
才
で
死
亡
、
明
治
十
六
年
大
学
寮
に
学
ぴ
明

治
二
十
六
年
東
京
哲
学
舘
を
卒
業
、
人
類
学
を
専

攻
)
郷
土
史
学
に
も
尽
力
さ
れ
、
明
治
四
十
年
頃

よ
り
大
道
の
研
究
を
始
め
、
大
正
七
年
春
獄
文
庫

の
件
で
当
時
郡
長
並
木
が
彼
を
訪
問
し
た
折
、
古

写
本
、
秀
康
卿
行
状
一
冊
並
に
気
偉
記
入
冊
の
借

写
と
共
に
大
道
の
記
録
と
今
迄
の
稿
本
を
装
釘
し

て
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

「
福
井
県
自
民
政
資
料
」
(
明
治
四
十
五
年
二

月
発
行
、
木
戸
正
栄
著
)
に
は
、
大
道
に
就
い
て

は
「
俗
名
を
香
西
太
郎
右
衛
門
と
称
し
福
井
藩
士

な
り
。
生
活
寡
欲
、
故
あ
り
て
流
浪
し
剃
髪
せ
る

も
の
な
る
が
、
一
身
を
済
世
利
民
の
業
に
委
し
諸

方
を
遊
浪
せ
り
。
そ
の
主
な
る
事
業
は
坂
井
郡
三

里
浜
に
植
樹
し
、
今
や
千
三
百
町
歩
の
砂
浜
は
そ

の
形
変
じ
て
松
林
た
る
に
京
ら
し
め
る
と
と
、
延

長
七
里
に
渡
る
鮎
川
賞
の
開
拓
を
為
し
た
る
こ
と

そ
の
事
績
赫
々
た
る
も
の
あ
り
。
」
こ
の
外
「
坂

井
郡
誌
」
(
大
正
元
年
九
月
十
五
日
発
行
)
の
大

道
は
、
俗
名
、
香
西
太
郎
右
衛
門
と
云
っ
て
、
福

井
藩
の
武
土
で
、
御
金
奉
行
を
勤
め
、
藤
高
こ
百

石
で
あ
っ
た
。
祖
先
は
呑
西
備
前
守
と
云
っ
て
加

州
に
住
し
、
豊
田
民
の
為
に
亡
ぼ
さ
れ
、
後
世
、

福
井
初
代
藩
主
、
結
城
秀
康
に
仕
へ
た
。
太
郎
右

衛
門
は
重
臣
に
レ
て
勘
定
奉
行
の
役
柄
、
藩
金

を
融
通
し
、
そ
の
罰
に
よ
り
浪
人
と
な
り
、
得
度

出
家
し
て
名
を
大
喧
と
改
め
、
初
め
は
妻
の
里
、

坂
井
郡
大
安
寺
村
天
菅
生
に
住
し
て
、
後
に
三
里

浜
方
面
に
於
て
、
植
林
、
道
路
開
拓
等
衆
人
の
為

に
尽
す
と
記
載
さ
れ
、
天
保
年
中
の
人
に
て
墓
は

門
弟
が
建
で
、
福
井
市
呉
服
町
清
源
寺
に
あ
る
。

従
来
の
月
輪
説
と
は
全
然
別
個
な
素
性
で
あ
っ
て

郷
土
史
の
文
献
上
、
困
っ
た
ζ

と
に
は
功
績
は
同

一
で
あ
る
が
、
二
人
の
大
道
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
何
れ
か
が
正
確
で
あ

る
か
は
今
後
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
が
、
先
づ

両
説
を
述
べ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

月
輪
真
成
説
の
大
道

月
輪
研
究
に
依
れ
ば
大
遣
は
水
雲
子
叉
は
大
王

路
と
号
し
、
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
敦
賀
大
黒
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町
真
宗
大
谷
派
唯
願
寺
の
三
男
と
し
て
生
れ
、
生

涯
妻
を
取
ら
す
独
身
生
活
を
以
っ
て
一
貫
し
、
兄

弟
三
人
で
長
兄
、
願
成
は
雌
願
寺
を
継
ぎ
、
次

兄
、
霊
観
は
本
願
寺
学
僧
香
月
院
深
励
の
弟
子

で
、
二
十
七
才
の
時
、
石
川
県
江
沼
郡
塩
屋
西
栄

寺
住
職
と
な
る
。
弟
、
大
道
も
香
月
院
の
社
中
で

高
倉
学
寮
の
寮
司
を
務
め
、
文
政
二
年
五
十
五
才

で
鞍
賀
に
於
て
「
帰
命
」
の
字
訓
を
講
じ
た
と
云

伊
円
ノ
。

霊
観
は
酉
栄
寺
で
六
十
六
才
を
以
っ
て
残
し
、

大
道
は
霊
観
と
は
一
つ
違
い
の
弟
で
霧
観
よ
り
四

年
後
天
保
十
一
年
三
月
十
一
日
(
一
八
四

O
)
七

十
三
才
で
馴
染
深
い
三
里
浜
九
頭
龍
河
畔
、
泥
原

ふ
る
が
ね

新
保
の
古
銭
屋
善
兵
衛
旅
宿
の
一
室
で
、
日
本
海

の
奥
底
知
れ
ぬ
寒
さ
の
中
で
客
死
し
た
。
遺
体
は

西
栄
寺
に
運
ば
れ
、
天
保
十
一
年
二
月
十
六
日
葬

ら
れ
た
。
西
栄
寺
過
去
帳
飛
落
集
の
天
保
十
一
年

の
条
に
、
「
迎
人
役
僧
恵
明
、
う
玄
屋
興
兵
衛
、

川
勘
左
衛
門
、
家
来
、
酉
の
男
、
相
頼
み
駕
鐘
持

参
引
取
、
十
四
日
大
聖
寺
へ
罷
越
し
触
頭
へ
以
書

附
相
願
ひ
葬
式
の
儀
御
聞
屈
有
之
、
十
六
日
葬
式

も
於
本
堂
巳
の
刻
」
と
記
し
で
あ
っ
て
、
本
堂
後

の
自
然
石
が
大
道
を
茶
毘
に
附
し
骨
を
埋
め
た
墓

石
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ー
西
栄
寺
は
大
道
の
死
亡
後
二
回
の
火
災
に
会

ぃ
、
大
道
の
筆
蹟
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の

に
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
阿
弥
陀
経
写
本
」
一
巻

「
千
字
文
六
曲
昇
風
ま
く
り
十
二
枚
」
落
印
に
は

天
保
十
日
年
九
月
二
八
日
、
大
道
七
十
二
才
記

す。「
額
字
二
枚
」
一
枚
は
「
雲
明
軒
」
一
枚
は
「
松

林
風
」
の
三
字
額
で
奥
書
に
水
雲
子
と
落
印
が
あ

る
。
そ
の
他
「
落
書
鉄
本
類
」
に
は
「
父
母
在
時

身
遠
遊
。
家
貧
兄
重
不
堪
憂
、
今
度
況
復
逢
凶
鏡

、
我
亦
知
何
七
十
秋
。
」
天
保
八
年
は
有
名
な
飢

鍾
で
大
道
は
七
十
才
の
時
の
漢
詩
で
あ
る
。

無
有
出
離
之
縁

漆
工
塗
器
真
可
鑑
。
美
人
新
粧
鮮
於
花
。

哀
哉
異
生
雑
毒
善
。
須
受
豊
墜
落
為
泥
。

天
保
七
年
時
余
在
越
福
城

天
降
淫
雨
何
回
止
。
遠
近
連
海
水
蕩
々
。

下
民
莫
総
有
蓄
積
。
骸
満
行
路
交
寒
川
。

望
遠
台
(
塩
屋
弁
天
巌
上
)

白
砂
松
岸
有
波
流
。
時
近
中
秋
月
似
鈎
。

此
地
好
窺
千
里
月
。
東
西
南
北
望
悠
々
。

西
栄
寺
過
去
帳
の
努
頭
に
飛
落
集
序
と
し
大
道

が
落
書
し
た
一
文
が
あ
る
。

或
問
日
、
飛
落
者
何
謂
、
日
孟
子
日
王
者
之
迩
煩
而

詩
亡
、
然
後
、
春
秋
作
、
晋
之
乗
鐙
之
構
机
魯
之
春
秋

其
実
也
、
然
即
無
大
無
小
、
無
儒
無
仏
、
皆
有
事
即
必

記
之
也
、
記
事
者
以
事
桂
日
桂
月
以
月
、
桂
持
以
時
桂

年
也
、
今
之
飛
落
者
乃
春
秋
之
義
也
、
春
花
之
飛
川
秋

葉
之
落
、
所
以
花
除
少
壮
葉
聡
老
火
也
、
愛
摩
松
山
有

一
冊
子
、
此
中
専
記
古
往
之
人
名
及
其
年
月
日
時
、
於

中
有
踊
下
死
有
遠
行
死
有
海
中
死
、
雄
国
持
其
処
以
死
道

一
、
臨
哀
哉
、
此
小
豪
落
猶
、
載
其
死
名
満
干
冊
子
J

況
於
其
骸
骨
乎
、
実
如
丘
岳
乎
.
開
巻
即
寂
々
蕩
々
猶

如
春
花
之
落
秋
葉
之
飛
也
、
後
之
君
子
若
関
此
集
即
不

堪
寂
実
而
任
運
称
南
無
阿
弥
陀
仏
也
必
突
、
況
於
其
子

孫
乎
、
是
為
序
。

ま
た
大
道
の
次
兄
、
霊
観
に
対
す
る
「
霊
観
上

人
異
骨
記
一
巻
」
が
あ
る
、
こ
れ
は
亡
き
次
兄
霊

観
に
対
す
る
追
悼
の
所
感
を
録
し
た
も
の
で
、
奥

書
に
は
令
兄
、
応
声
院
霊
観
上
人
七
七
日
の
前
白

書
於
残
、
弟
林
寺
南
窓
下
水
雲
子
大
道
落
慎
記
と

あ
る
。そ
の
他
、
大
道
が
福
井
城
下
よ
り
霊
観
に
送
っ

た
書
信
が
現
存
さ
れ
、
そ
れ
に
は
郊
外
の
景
色
に

鳥
居
を
配
せ
る
軽
い
墨
絵
に
一
葉
添
え
、
文
面
は

御
病
気
い
か
げ
〉
御
入
被
成
候
哉
。
寒
気
相
催
し
随
分

為
法
養
生
専
一
に
奉
存
候
。
近
日
は
福
城
滞
留
仕
候
。

為
御
見
無
野
画
差
上
申
候
御
笑
見
被
下
度
候
。
前
々
略

言
候
。
不
宣
。
十

月

六

日

大

道

応
寿
院
様
御
机
上
ま
で

叉
、
盛
夏
の
あ
る
日
、

拝
上

田
舎
の
道
場
寺
か
草
庵
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に
参
詣
し
て
い
る
善
男
善
女
を
前
に
法
義
を
談
じ

て
い
る
法
師
を
描
き
「
群
参
に
声
の
と
Y
か
ぬ
暑

さ
か
な
」
の
俳
画
が
一
枚
現
害
さ
れ
て
い
る
。

天
保
四
年
秋
、
犬
道
(
六
十
六
才
)
が
住
み
な

れ
た
南
樽
原
の
草
庵
を
去
っ
て
塩
屋
村
西
栄
寺
へ

旅
立
つ
船
中
か
ら
沿
道
の
九
頭
龍
川
、
浜
坂
村
、

北
潟
浦
等
の
風
光
が
美
し
く
描
か
れ
た
紀
行
文
も

伝
わ
っ
て
い
る
。

暮
秋
遊
賀
州
道
之
記

天
保
四
年
九
月
中
旬
楢
原
の
山
庵
を
辞
し
て
将
に
賀
陽

一
に
遊
ば
ん
と
す
。
天
菅
生
村
に
歪
り
湯
泉
に
浴
す
れ
ば

日
こ
』
に
く
れ
ぬ
。
其
日
九
頭
竜
川
の
岸
な
る
新
保
花

川
氏
に
信
宿
す
。
其
明
日
つ
と
に
竜
河
を
舟
に
し
て
三

国
の
薬
師
道
よ
り
野
外
に
出
ぬ
。
此
日
靖
日
に
逢
て
四

方
山
み
な
秋
の
色
な
る
に
白
嶺
独
り
白
雪
の
つ
も
る
こ

そ
心
細
け
れ
。
近
く
水
田
を
み
れ
ば
貰
な
る
稲
の
半
は

刈
り
し
あ
と
に
一
群
の
岡
崎
の
さ
わ
ぎ
た
つ
声
こ
そ
い
と

も
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
れ
。
商
を
望
め
ば
海
色
の
天
と
共

K
青
く
白
帆
の
舟
の
あ
ま
た
わ
た
る
こ
そ
あ
や
う
く
覚

ゆ
れ
。
ゆ
く

f
¥前
路
に
す
-h
め
ば
蕎
花
の
白
き
数
里

の
野
原
な
り
。
小
路
さ
し
は
さ
み
て
青
々
と
読
菜
の
そ

の
中
に
交
は
れ
る
も
の
あ
り
。
其
よ
り
暫
く
往
け
ば
早

や
小
巻
と
云
処
な
り
。
此
よ
り
舟
に
入
り
て
湖
水
に
梓

し
左
右
を
顧
れ
ば
皆
漁
家
な
り
。
各
々
網
を
夕
陽
に
き

ち
す
。
其
中
に
も
精
舎
の
鐙
声
の
響
く
こ
そ
最
も
殊
勝

に
覚
ゆ
れ
。
水
面
に
は
種
々
水
鳥
の
浮
ぴ
た
る
中
に
鵜

の
烏
独
く
ち
あ
げ
、
そ
ら
見
し
て
波
ぎ
行
あ
り
さ
ま
こ

武
藤
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そ
に
く
き
も
の
な
れ
。
往
く
f
i、
吉
崎
に
近
け
ば
松
ひ

と
り
笠
え
た
る
、
叉
瓦
屋
根
の
楼
閣
参
差
た
る
あ
り
さ

ま
、
守
口
室
う
ち
つ
づ
き
し
廊
下
な
ど
の
尚
も
昔
よ
り
ま

さ
り
て
白
壁
の
新
な
る
悪
世
に
稀
有
な
る
、
仏
法
の
弘

ま
れ
る
相
乙
そ
不
思
議
に
覚
ゆ
れ
。

ζ

h

に
鹿
島
の
名

山
は
欝
々
蒼
々
と
し
て
四
方
の
砂
山
に
も
似
ず
。
十
日
木

の
千
株
高
茎
本
校
百
位
に
し
げ
る
こ
そ
世
に
も
稀
有
な

る
山
な
れ
。
神
仙
の
止
ま
る
に
非
ず
よ
り
ん
ば
争
か
如

是
な
る
あ
ら
む
。
山
は
高
き
に
非
ぎ
れ
ど
も
仙
あ
れ
ば

霊
な
り
と
云
へ
り
。
そ
の
樹
は
し
ひ
、
た
も
、
も
ら
、

椿
な
ど
多
し
。
稀
に
は
松
柏
も
う
ち
を
い
た
る
あ
り
。

其
枯
枝
の
梢
ま
で
蔦
の
紅
ひ
な
る
が
斜
陽
に
か
Y
ゃ
く

ζ

そ
元
信
が
筆
に
も
及
、
は
れ
ま
じ
く
覚
る
な
り
。
程
な

く
塩
屋
浦
の
河
に
舟
を
よ
す
れ
ば
舟
人
態
態
に
余
を
礼

し
て
舟
に
梓
じ
て
去
り
ぬ
。
遂
に
摩
松
山
に
登
り
、
先

ず
仏
世
尊
を
礼
し
敬
て
次
に
院
に
入
て
相
慰
問
し
惹
な

き
を
喜
び
後
園
の
松
の
感
な
る
宝
蔵
鼓
楼
客
殿
の
よ
そ

ほ
ひ
ま
で
行
届
て
全
備
せ
る
な
り
。
こ
h
に
茶
を
煮
て

清
談
お
ぼ
え
ず
時
を
う
っ
せ
ば
坐
や
』
久
し
く
て
夜
も

は
や
初
鼓
を
す
ぎ
ぬ
。
賓
主
互
に
礼
を
述
べ
て
退
き
ぬ
。

明
日
西
野
氏
に
過
る
。
達
麿
御
像
に
賛
詞
の
加
へ
た
る

が
壁
聞
に
樹
れ
り
。
偶
は
大
師
伝
法
の
偶
な
り
。
即
ち

沢
庵
者
師
の
筆
な
り
。
彼
師
菅
に
道
徳
の
誉
れ
あ
る
の

み
に
あ
ら
ず
其
の
雅
息
淵
才
は
か
る
べ
か
ら
ざ
る
知
識

な
り
。
古
き
家
に
は
古
き
器
の
あ
る
も
の
と
ぞ
覚
ゆ
る
。

家
の
す
ま
い
も
二
十
年
前
に
か
は
ら
ね
ど
そ
の
繁
昌
の

す
が
た
い
か
に
'
も
積
善
の
余
慶
と
ぞ
覚
ゆ
る
。
数
椀
の

茶
を
呑
て
珍
重
し
て
退
き
、
叉
門
を
出
れ
ば
鹿
島
沙
山

み
な
奇
絶
の
好
景
な
り
。
士
口
崎
の
鏡
の
響
く
を
き
き
い

さ
〉
か
俳
但
し
て
本
処
に
か
へ
り
ぬ
。
(
下
略
)

此
の
外
、
坂
井
郡
川
西
村
剣
大
谷
、
時
沢
平
左

衛
門
宅
に
、
専
ら
大
師
流
を
学
ん
だ
「
い
ろ
は
」

四
十
八
字
の
大
道
の
筆
蹟
が
現
存
さ
れ
、
「
天
保

七
丙
申
大
道
慎
書
花
押
」
と
あ
る
が
、

ζ

の
経

路
等
は
全
然
不
明
で
あ
る
。
叉
同
村
江
上
、
久
津

見
次
郎
左
衛
門
宅
に
も
大
道
書
の
三
字
額
「
能
道

修
」
と
云
う
の
が
あ
っ
た
が
、
福
井
震
災
で
焼
失

さ
れ
た
乙
と
は
残
念
で
あ
る
。

福
井
藩
香
西
太
郎
衛
門
出
家
説
の

大
道

此
の
説
は
中
谷
文
作
氏
が
南
楢
原
で
普
か
ら
の

古
老
の
云
い
伝
え
を
聞
い
た
も
の
で
あ
る
と
云

う
。
私
も
楢
原
に
於
て
村
人
達
に
直
接
会
っ
て
種

々
大
道
に
就
い
て
尋
ね
た
が
、
如
伺
な
る
素
性
の

人
で
、
何
処
か
ら
来
て
何
処
で
死
ん
だ
か
は
全
く

分
ら
な
い
状
態
で
、
た
一
だ
道
を
作
り
、
橋
を
架

し
、
抄
紙
業
を
奨
励
し
た
伝
説
が
あ
る
だ
け
で
、

昔
大
道
と
称
せ
ら
れ
た
入
が
槍
原
で
住
み
、
村
人

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
あ

る
。
大
道
が
晩
年
居
住
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
草
庵

の
跡
が
南
楢
原
の
山
の
中
腹
の
傾
斜
三
角
形
の
処
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武
藤

二
人
大
道
の
考
察

詑

に
あ
る
。
幅
三
閥
、
奥
行
五
間
程
の
遺
跡
地
で
、

今
は
跡
形
は
な
く
て
荒
果
て
雑
木
雑
草
が
生
繁
っ

て
、
村
の
古
老
三
ツ
田
利
ギ
民
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
一
不
さ
れ
、
よ
ラ
ゃ
く
わ
か
る
様
な
処
で
、

老
人
の
言
葉
で
は
四
十
年
前
ま
で
は
ま
だ
宅
地
跡

の
形
態
が
残
っ
て
い
た
が
、
今
は
全
然
そ
の
面
影

さ
え
見
当
ら
な
い
。
前
面
は
遥
か
に
越
前
平
野
を

一
望
し
、
向
う
重
な
り
合
っ
た
山
岳
の
聞
に
白
山

連
峯
が
望
ま
れ
て
、
眼
下
に
は
九
頭
龍
川
、
日
野

川
の
清
流
を
見
下
す
景
勝
の
地
で
あ
る
。
宅
地
跡

前
は
小
さ
な
坂
道
で
、
そ
の
脇
に
小
さ
な
岩
清
水

が
流
れ
出
で
、
大
道
が
こ
の
水
を
飲
ん
で
生
活
し

た
と
云
っ
て
村
人
は
今
で
も
大
道
水
と
称
し
、
細

々
し
い
が
年
中
切
れ
る
乙
と
な
く
流
水
し
、
昔
の

大
道
を
偲
ぶ
に
足
る
風
情
が
残
っ
て
い
る
。

南
楢
原
に
は
大
道
の
伝
説
や
比
較
的
確
か
な
史

料
も
あ
っ
た
が
、
士
口
老
も
死
亡
し
、
明
治
四
十

二
、
三
年
頃
部
落
が
丸
焼
き
と
な
っ
て
、
総
て
が

焼
失
さ
れ
公
的
記
録
が
現
害
さ
れ
て
い
な
い
の
が

残
念
で
あ
芯
。
大
道
が
抄
紙
業
の
た
め
丹
後
国
よ

り
取
り
寄
せ
た
と
語
る
叩
台
丹
後
写
石
五
、
六
個

現
揮
さ
れ
、
三
十
年
程
蔚
迄
は
盛
ん
に
抄
紙
業
が

行
わ
れ
、
半
紙
、
ユ
ト
ン
紙
、
防
水
紙
等
が
生
産

さ
れ
た
が
、
今
は
会
社
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
幅

三
尺
五
寸
、
長
さ
四
尺
、
厚
さ
一
寸
五
分
程
の
ζ

の
石
が
村
に
あ
っ
て
、
大
道
を
偲
ぶ
に
な
っ
か
し

い
遺
品
の
一
つ
で
あ
る
。
と
の
外
村
人
の
為
に
残

し
て
行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
阿
弥
陀
如
来
画
像

が
一
幅
、
牧
広
海
の
寺
に
あ
る
が
、
裏
書
に
は
万

使
方
身
本
願
寺
釈
教
如
、
年
号
は
薄
れ
て
読
め
な

い
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
年
大
道
の
五
十

年
忌
法
要
が
三
ツ
田
利
平
方
で
村
民
相
集
っ
て
営

ん
だ
事
実
に
よ
っ
て
も
、
大
道
の
感
化
が
村
民
達

に
如
何
に
親
し
ま
れ
て
い
た
か

Y

分
る
の
で
み

"。。香
西
家
の
菩
提
寺
、
福
井
市
呉
服
町
浄
土
宗
鎮

西
派
清
源
寺
住
職
大
正
念
従
民
も
四
十
年
程
前
住

職
拝
令
の
折
、
当
時
の
門
徒
総
代
、
仙
石
亮
民
(

工
学
博
士
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
、
八
十
八
才
で

死
亡
)
よ
り
香
西
太
郎
衛
門
が
藩
金
を
浮
貸
し
て

そ
の
罰
に
よ
り
出
家
し
大
道
と
名
乗
り
、
三
里

浜
、
鮎
川
道
路
開
拓
に
甚
力
さ
れ
た
旨
懇
に
聞
か

さ
れ
た
と
語
る
。
清
源
寺
は
戦
災
震
災
再
度
の
焼

失
に
よ
り
記
録
的
な
も
の
は
全
部
焼
失
し
、
墓
も

都
市
計
画
の
た
め
田
原
町
、
足
羽
山
の
共
同
墓
地

へ
移
転
さ
れ
、
叉
香
西
家
は
子
孫
が
無
い
為
、
い

ろ
ん
な
古
い
墓
は
無
縁
墓
と
し
て
葬
り
、
最
も
新

し
い
一
墓
だ
け
共
同
墓
地
に
あ
る
が
そ
れ
は
昭
和

二
年
頃
の
墓
で
あ
る
。

春
山
下
町
五
十
嵐
均
平
翁
(
八
十
四
才
)
も
老

ハ
ス
よ
り
仙
石
亮
と
同
じ
意
味
の
大
道
を
聞
い
て
お

ら
れ
る
と
云
う
。
五
十
嵐
翁
の
言
葉
で
は
、
こ
の

事
件
は
藩
が
財
政
上
非
常
に
窮
迫
し
香
西
太
郎
衛

門
は
勘
定
奉
行
吟
味
の
手
前
、
藩
は
表
沙
汰
を
非

常
に
恐
れ
あ
く
ま
で
秘
事
と
し
て
取
扱
っ
た
関
係

上
、
落
史
等
の
記
録
に
は
記
載
さ
れ
て
・
い
な
い
の

で
あ
ろ
う
と
主
張
さ
れ
る
。
事
実
松
平
文
庫
の
諸

書
を
明
細
に
調
べ
た
が
香
西
太
郎
衛
門
の
出
家
し

た
こ
と
比
対
し
て
は
一
行
も
記
載
さ
れ
て
ド
な
い

の
で
あ
る
。
而
し
片
聾
記
四
の
中
、
「
御
預
所
御

金
奉
行
」
，
の
件
と
し
次
の
文
が
あ
る
。

御
預
所
御
金
奉
行
小
倉
平
左
衛
門
枠
共
に
不
慎
之
義
に

付
八
月
五
日
父
子
共
に
違
慮
被
ニ
仰
付
一
、
御
金
引
眉

之
趣
に
父
予
共
付
達
も
有
レ
之
候
哉
、
同
月
十
一
日
平

左
衛
門
は
一
家
へ
相
守
候
様
被
ニ
仰
付
二
下
代
坪
川

宅
右
衛
門
と
申
者
も
一
家
共
へ
御
預
に
付
何
も
相
詰
罷

在
両
人
引
民
金
高
い
ろ

f
k評
判
も
有
ν
之
、
諸
方
ヘ

貸
付
候
趣
之
所
、
宅
右
衛
門
貸
付
は
急
々
取
立
候
処
大

概
揃
様
に
も
申
触
し
候
処
、
宅
右
衛
門
義
無
レ
程
御
勘

定
所
函
出
来
被
-
一
指
越
一
、
平
左
衛
門
は
兄
横
井
久
太

夫
方
へ
引
取
候
様
被
二
仰
付
一
、
御
吟
味
之
上
十
月
十

六
日
平
左
衛
門
も
同
断
両
人
共
に
家
内
閣
、
所
被
仰
付

其
後
両
人
共
に
御
追
放
平
左
衛
門
枠
両
人
有
レ
之
久
太

夫
万
に
押
込
被
-
一
仰
付
一
一
醤
候
処
、
両
人
共
に
御
追
放

被
こ
ー
仰
付
一
過
分
之
御
損
金
に
相
成
候
由
珍
敷
事
に

候。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



こ
の
件
は
天
明
三
年
八
月
頃
よ
り
十
月
頃
、
藩
主

は
十
二
代
重
富
時
代
で
十
代
宗
短
時
代
寛
延
年
聞

の
御
給
帳
に
は
御
勘
定
奉
行
百
石
香
西
太
郎
右
衛

門
と
記
載
さ
れ
、
宗
短
治
世
十
九
年
、
十
一
代
重

昌
治
世
十
一
年
で
天
明
三
年
は
重
富
藩
主
の
初
期

時
代
で
勘
定
奉
行
も
引
続
き
香
西
太
郎
右
衛
円
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
は
出
来
る
が
、
大
道

の
死
亡
月
日
が
不
明
で
あ
る
以
上
こ
の
事
件
に
結

び
つ
け
る
事
は
出
来
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。

清
源
寺
の
香
西
家
の
過
去
帳
に
は
次
の
如
く
書

い
て
あ
る
。

教
山
院
心
挙
良
円
居
士

~
天
保
八
、
五
、
四
、
香
西
太
郎
右
衛
門

心
教
院
頓
挙
妙
相
大
姉

天
保
九
八
、
六
、
二
十
、
香
西
太
郎
右
衛
門
の
妻

幻
済
童
子
天
保
八
、
九
、
廿
三
、
香
西
太
郎
右
衛
門
の
子

33 

三
人
が
同
じ
年
に
死
亡
し
て
い
る
が
、
こ
の
年

は
有
名
な
天
保
の
大
磯
鰹
の
年
で
も
あ
っ
て
別
に

不
思
議
で
は
な
い
。

か
く
て
香
西
太
郎
右
衛
門
の
出
家
し
た
公
的
記

録
も
発
見
さ
ず
、
過
去
帳
に
大
道
と
云
う
法
名
も

発
見
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
面
記

録
を
残
す
べ
き
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
な
い
だ
ろ

う
か
。
当
時
の
社
会
に
あ
っ
て
密
主
は
絶
対
的
で

武
藤

三
人
大
道
の
考
察

藩
史
等
は
支
配
者
の
歴
史
で
あ
っ
て
、
藩
で
起
っ

た
各
種
の
事
件
等
都
合
の
悪
い
部
分
は
全
部
隠
さ

れ
発
表
さ
れ
ず
に
終
っ
た
も
の
が
多
く
、
事
件
を

明
ら
か
に
書
き
た
て
批
判
す
る
と
直
ち
に
処
罰
さ

れ
た
の
で
、
大
道
の
事
件
も
当
の
被
害
者
が
大
道

自
身
で
あ
れ
ば
表
だ
っ
て
取
上
げ
な
か
っ
た
の
も

当
然
と
云
え
よ
う
。
特
に
大
道
は
罪
ほ
ろ
ぼ
し
の

為
出
家
し
た
関
係
上
、
叉
接
し
た
庶
民
は
ほ
と
ん

ど
文
盲
に
ひ
と
し
か
っ
た
の
で
、
正
確
な
史
料
は

今
後
と
云
え
ど
も
恐
ら
く
発
見
さ
れ
な
い
の
で
な

か
ろ
う
か
。

向
乙
の
小
論
文
に
対
し
て
特
に
、
元
春
山
小
学

校
長
五
十
嵐
均
平
氏
、
願
念
寺
住
職
、
月
輪
孝
成

氏
、
大
安
寺
村
、
時
沢
乎
左
衛
門
氏
の
尽
力
巻
得

た
こ
と
に
深
厚
の
謝
意
を
表
明
す
る
。
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